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まちの話題

関係者によるテープカットでオープンを祝う
　

町
が
整
備
を
進
め
て
い
る
複
合
施
設
「
金

持
テ
ラ
ス
ひ
の
」
に
出
店
を
予
定
し
て
い
た

事
業
所
な
ど
が
移
転
・
オ
ー
プ
ン
し
た
の
を

機
に
、2
月
17
日
、同
施
設
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
施
設
名
称
募
集
の
優
秀
賞

お
よ
び
特
別
賞
の
受
賞
者
に
記
念
品
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、昨
年
8
月
の
葬
祭
施
設
「
さ

く
ら
ホ
ー
ル
日
野
」
を
皮
切
り
に
、
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
町
観
光
協
会
に
よ
る
宝

く
じ
売
り
場
な
ど
が
順
次
オ
ー
プ
ン
。
2

月
13
日
に
は
山
陰
合
同
銀
行
根
雨
支
店
が

施
設
内
に
移
転
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
・
活
性
化
の
拠
点
に

金
持
テ
ラ
ス
ひ
の
・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン景山町長（当時）と松本代表取締役

　

町
と
さ
く
ら
ホ
ー
ル
日
野
を
運
営
す

る
株
式
会
社
さ
く
ら
（
松
本
章
伸
代
表
取

締
役
）
が
、
2
月
19
日
、
日
野
町
役
場
で

「
日
野
町
福
祉
避
難
所
協
定
」
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
災
害
時
に
一
般
の
避
難
所
で

は
生
活
が
困
難
な
人
の
た
め
の
避
難
所

（
福
祉
避
難
所
）
の
設
置
に
つ
い
て
高
齢

者
向
け
施
設
な
ど
と
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
今
回
の
協
定
で
福
祉
避
難
所
は
8
カ

所
に
な
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
ホ
ー
ル
日
野
の
松
本
さ
ん
は
「
今

後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
の
た
め
に

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
全
体
で
つ
く
る
災
害
に
強
い
ま
ち

日
野
町
福
祉
避
難
所
協
定
調
印
式

町では、災害発生時の町指定避難場所を次のとおり指定しています。災害発生時などに避難所を開設し
た場合は、防災行政無線などでお知らせしますので、最寄りの避難所を確認しておくようにしましょう。

＜町指定避難所および福祉避難所のご案内＞いざという時の備えに

町指定避難所

No. 避難所名
１ 日野町山村開発センター（根雨）
２ 日野町農業構造改善センター（根雨）
３ 日野中学校体育館（野田）
４ 根雨小学校体育館（野田）
５ 日野町老人憩の家（下榎）
６ 下榎集会所（下榎）
７ 日野町公民館（黒坂）
８ 黒坂小学校体育館（黒坂）
９ 日野町老人福祉センター（黒坂）

１０ 久住集会所（久住）
１１ 菅福社会体育館（上菅）

　指定避難所は、災害発生の危険性があり避難した住
民などが、その危険性がなくなるまで必要な期間滞在、
または、災害により自宅に戻れなくなった住民などが
一時的に滞在するための施設です。

福祉避難所
　災害時において一般の避難所では生活が困難な人、主
に高齢者、障がい者、乳幼児などの要配慮者が滞在でき
るよう、福祉避難所を整備しました。
　下表の 4 ～７の避難所は、町と協定を結び、受け入れ
に協力していただく福祉施設です。介護保険の認定を受
けている人（日常生活に支援が必要な人、寝たきりの人
など）は、こちらに避難してください。
※避難者数などの状況によっては、町が避難先を調整することがあります。

No. 避難所名
１ 日野町山村開発センター（根雨）
２ 日野町公民館（黒坂）
３ 日野町老人福祉センター（黒坂）
４ 介護老人保健施設  おしどり荘（根雨）
５ グループホームいちょうの木（根雨）
６ 特別養護老人ホームあいご（根雨）
７ デイサービスかじか荘（根雨）
8 さくらホール日野（根雨）
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▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

受
け
継
ぎ
た
い
伝
統

菅
福
地
区
伝
統
奇
習
行
事「
ホ
ト
ホ
ト
」

　

み
の
か
さ
姿
の
ホ
ト
ホ
ト
役
に
水
を

か
け
て
厄
を
払
う
、
菅
福
地
区
の
伝
統

奇
習
行
事
「
ホ
ト
ホ
ト
」（
里
山
元
気
塾

主
催
）が
、２
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
厄
年
を
迎
え
る
人
の
家
庭

に
、
神
の
使
い
「
ホ
ト
ホ
ト
」
が
、
お

札
や
わ
ら
の
馬
、
し
め
縄
な
ど
の
縁
起

物
を
持
っ
て
訪
れ
、
家
の
人
か
ら
祝
儀

の
品
を
受
け
取
っ
て
帰
る
と
こ
ろ
に
水

を
か
け
る
と
厄
が
落
ち
る
と
い
う
も
の

で
、
古
く
か
ら
菅
福
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
行
事
で
す
。

　

今
年
は
、
数
え
年
で
61
歳
を
迎
え
る

２
件
の
家
庭
で
行
わ
れ
、「
ほ
と
ほ
と
～
、

ほ
と
ほ
と
～
」
と
言
っ
て
訪
れ
た
ホ
ト
ホ

ト
役
の
男
性
ら
に
、
家
族
な
ど
が
総
出

で
水
を
か
け
厄
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

水かけ派手に厄流し。ホトホト役も一苦労

　

２
月
18
日
、
奥
日
野
ガ

イ
ド
倶
楽
部
（
佐
々
木
彬

夫
代
表
）
主
催
の
「
百
人

一
首
か
る
た
大
会
」
が
、

古
民
家
沙
々
樹
（
舟
場
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
街
道
ガ
イ
ド

や
登
山
な
ど
、
屋
外
活
動

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
同
倶
楽
部
が
、
冬
期
間

の
文
化
活
動
と
し
て
初
め

て
企
画
し
た
も
の
。
家
庭

で
百
人
一
首
が
楽
し
ま
れ

て
い
た
正
月
に
ち
な
み
、

旧
正
月
で
あ
る
こ
の
時
期

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
町
内
外
の

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
12

人
。
現
役
で
百
人
一
首
に

取
り
組
ん
で
い
る
中
学
生

や
、
数
十
年
ぶ
り
に
挑
戦

す
る
人
、
全
く
の
初
心
者

な
ど
、
レ
ベ
ル
も
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
が
、
二
人
一
組
で

チ
ー
ム
を
組
み
、
獲
得
し

た
札
の
数
を
競
い
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
参
加
し
た
女

性
は
、「
昔
は
正
月
に
な
る

と
皆
で
集
ま
っ
て
百
人
一

首
を
す
る
の
が
楽
し
み
で

し
た
。
今
日
は
と
て
も
久

し
ぶ
り
で
し
た
が
、
や
っ

て
み
る
と
、
今
で
も
下
の

句
を
覚
え
て
い
る
も
の
で

す
ね
。
頭
の
体
操
に
も
な

る
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

同
倶
楽
部
で
は
、
今
後
、

百
人
一
首
か
る
た
大
会
の

開
催
を
年
２
回
程
度
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

奥
深
い
和
歌
の
世
界
楽
し
む

百
人
一
首
か
る
た
大
会

詠み上げられる和歌の知識と素早い動きが勝負の決め手

イラストを見せながらスピーチ
　

町
で
は
、
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学

校
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た
英
語
教
室

「
英
語
寺
子
屋
」
を
昨
年
4
月
か
ら
開
校

し
て
い
ま
す
。

　

2
月
25
日
に
は
、
約
一
年
間
寺
子
屋
で

学
習
し
た
小
学
生
9
人
が
、
学
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。「
自
分
の
好
き
な
日

野
町
」
を
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
と
英
語
で
紹

介
。
金
持
神
社
や
滝
山
公
園
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
な
ど
、
は
き
は
き
と
自
分

の
思
い
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
ス
カ
リ
ー
悦
子
さ
ん
（
島
根
県

益
田
市
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
が

大
事
。
と
て
も
意
欲
を
感
じ
ら
れ
る
発
表

で
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

地
元
愛
を
持
っ
て
成
長
し
て

英
語
教
室
「
英
語
寺
子
屋
」
学
習
発
表


